
 
平成 24年 7月 2日 

 
綴り込み通帳の廃止等に伴う 

ＩＣキャッシュカード規定等の改正について 
 

大阪府信用農業協同組合連合会は、平成 24年 8月 1日より「ＪＡキャッシュサービス現金自動貯金機

専用通帳（綴り込み通帳）」を廃止させること等に伴い、同日付でＩＣキャッシュカード規定、法人用Ｉ

Ｃキャッシュカード規定、ＪＡキャッシュカード規定兼ＪＡローンカード（キャッシュカード）規定、

ＪＡカード（一体型）規定、デビットカード取引規定、ＪＡ法人キャッシュカード規定について、「ＪＡ

キャッシュサービスご利用明細票」を「ＪＡキャッシュサービス現金自動貯金機専用通帳」に綴り込む

旨を記載した条文の削除等の改正を行い、同日より新規定の適用を開始することとしましたのでお知ら

せします。 

なお、改正後の新規定は、改正前よりお取引いただいているお客さまに対しても適用されます。 

 

改正内容の詳細については、以下の新旧対照表をご覧ください。 

 

＜新旧対照表＞（改正箇所のみ抜粋） 

【ＩＣキャッシュカード規定】 
（改 正 後） （改 正 前） 

１．（カードの利用） 
(1)  普通貯金（利息を付さない旨の約定のある普通貯金無利息型

（決済用）、総合口座取引および総合口座(普通貯金無利息型)
取引の普通貯金を含みます。以下、同じです。）、貯蓄貯金およ
びＪＡカードローン（キャッシュカード）について発行したＩ

Ｃチップを搭載したＩＣキャッシュカード（以下、これらを「カ
ード」といいます。）は、それぞれ当該貯金口座または貸越口座
について、次の場合に利用することができます。 

ただし、カードローンの貸越、返済についての利用は、当
会とカードローン取引約定のある場合に限ります。 
 

  ① 当会、当会が提携した他の農業協同組合（信用農業協同組合
連合会（削除）を含みます。以下、「提携組合」といいます。）
および当会がオンライン現金自動預入機の共同利用による現

金預入業務を提携した金融機関等（以下、提携組合も含めて「入
金提携先」といいます。）の現金自動貯金機（現金自動預入払
出兼用機を含みます。以下、「貯金機」といいます。）を使用し

てカードローンの貸越の返済、普通貯金、または貯蓄貯金（以
下、これらを「貯金」といいます。）に預入れをする場合（以
下、これらの取引を単に「入金」といいます。） 

  ② 当会および当会がオンライン現金自動支払機の共同利用に
よる現金支払業務を提携した金融機関等（以下、提携組合を含
めて「出金提携先」といいます。）の現金自動支払機（現金自

動預入払出兼用機を含みます。以下、「支払機」といいます。）
を使用してカードローンの貸越を受け、または貯金の払戻しを
する場合（以下、これらの取引を単に「払戻し」といいます。） 

   
③ 当会の自動振込機（振込を行うことができる現金自動預入払

出兼用機を含みます。以下、「振込機」といいます。）を使用

してカードローンの貸越を受け、または振込資金を貯金口座
からの振替えにより払戻し、振込の依頼をする場合 

④ 提携組合の窓口で入金および払戻しを行う場合 

 
 

  ⑤ その他当会所定の取引をする場合 

（削除） 
 
 

２．（貯金機による入金） 
(1）貯金機を使用して入金する場合には、貯金機の画面表示等の
操作手順に従って、貯金機にカード（削除）または通帳（当会

および府内の提携組合（削除）

１．（カードの利用） 
（1） 普通貯金（

に限ります。）を所定の方法で挿
入し、現金を投入して操作してください。 

総合口座取引の普通貯金を含みます。また利息を

付さない旨の約定のある普通貯金無利息型（決済用）の場合は
総合口座（普通貯金無利息型）取引の普通貯金を含みます。以
下（追加）同じです。）、貯蓄貯金およびＪＡカードローン（追

加）について発行したＩＣチップを搭載したＩＣキャッシュカ
ード（以下（追加）これらを「カード」といいます。）は、それ
ぞれ当該貯金口座または貸越口座について、次の場合に利用す

ることができます。 
ただし、カードローンの貸越、返済についての利用は、当

会とカードローン取引約定のある場合に限ります。 

  ① 当会、提携組合（信用農業協同組合連合会および農林中央金
庫を含みます。以下「提携組合」といいます。）および当会が
オンライン現金自動預入機の共同利用による現金預入業務を

提携した金融機関等（以下（追加）提携組合も含めて「入金提
携先」といいます。）の現金自動貯金機（現金自動預入払出兼
用機を含みます。以下（追加）「貯金機」といいます。）を使

用してカードローンの貸越の返済、普通貯金、または貯蓄貯金
（以下（追加）これらを「貯金」といいます。）に預入れをす
る場合（以下（追加）これらの取引を単に「入金」といいます。） 

  ② 当会および当会がオンライン現金自動支払機の共同利用に
よる現金支払業務を提携した金融機関等（提携組合を含みま
す。以下「出金提携先」といいます。）の現金自動支払機（現

金自動預入払出兼用機を含みます。以下「支払機」といいます。）
を使用してカードローンの貸越を受け、または貯金の払戻しを
する場合（以下（追加）これらの取引を単に「払戻し」といい

ます。） 
  ③ 当会の自動振込機（振込を行うことができる現金自動預入払

出兼用機を含みます。以下（追加）「振込機」といいます。）

を使用してカードローンの貸越を受け、または振込資金を貯金
口座からの振替えにより払戻し、振込の依頼をする場合 

④ 府外の一部提携組合の窓口で入金および払戻しを行う場合。

なお、この取引については、窓口にカードを提出し、当会およ
びその提携組合所定の手続きによるものとします。 

（新設） 

(2)   新規発行、再発行、更改などで、カードを発行する際には、
当会所定の手数料をいただきます。 

 

２．（貯金機による入金） 
（1） 貯金機を使用して入金する場合には、貯金機の画面表示等の

操作手順に従って、貯金機にカード、または通帳（当会および

府内の提携組合（農林中央金庫を除きます。）に限ります。）を
所定の方法で挿入し、現金を投入して操作してください。 



 
(2) （略） 

（削除） 

 
 
 

 
 
３．（支払機による払戻し） 

(1)～(2) （略） 
(3) 支払機を使用して払戻しをする場合に、払戻請求金額と第５条

第１項に規定する自動機利用手数料金額との合計額が払戻す

ことのできる金額をこえるときは、その払戻しはできません。 
 
 

４．（振込機による振込） 
（略） 
 

５．（自動機利用手数料等） 
(1) 貯金機を使用して入金する場合、貯金機、支払機または振込
機を使用して払戻しをする場合（カードによる窓口での入金お

よび払戻しを含みます。）には、当会および入金提携先・出金提
携先所定の貯金機、支払機および振込機の利用に関する手数料
（以下、「自動機利用手数料」といいます。）をいただきます。 

(2) 自動機利用手数料は、入金および貯金払戻し時に、通帳およ
び払戻請求書なしで、その入金および払戻しをした貯金口座か
ら自動的に引落します。なお、入金提携先・出金提携先の自動

機利用手数料は、当会から各提携先に支払います。 
(3) 振込手数料は、振込資金の貯金口座からの払戻し時に、通帳
および払戻請求書なしで、その払戻しをした貯金口座から自動

的に引落します。 
 
６．（代理人による（削除）預入れ・払戻しおよび振込） 

（1）～（2）（略） 
 (3) 代理人のカードの利用についても、この規定を適用します。た

だし、代理人カードでカードローンの貸越を行うことはできま

せん。 
 
７．（機械等の障害） 

（略） 
 
８．（カードによる入金・払戻し金額等の通帳記入） 

カードにより入金した金額、払戻した金額、自動機利用手数料
金額、振込手数料金額の通帳記入は、通帳が当会および府内の提
携組合（削除）の貯金機、支払機もしくは当会の振込機で使用さ

れた場合または当会本支所の窓口に提出された場合に行います。 
 
 

９．～11．  
 
12．（カードの紛失、届出事項の変更等） 

(1) カードを紛失した場合または氏名、代理人、暗証その他の届
出事項に変更があった場合には、直ちに本人から当会所定の方
法により当会に届出てください。この届出前に生じた損害につ

いては、当会は責任を負いません。 
(2) 前項の暗証（削除）の変更については、当会の貯金機、支払
機または振込機により届出ることができます。この場合、貯金

機、支払機、振込機の画面表示等の操作手順に従って貯金機、
支払機、振込機にカードを所定の方法で挿入し、届出の暗証お
よび変更後の暗証を正確に入力してください。この場合、前項

にかかわらず、書面による届出は必要ありません。 
(3) 代理人カードの暗証については、本人のほか、本人があらか
じめ届け出た代理人が変更することができます。ただし、代理

人が代理人カードの暗証を変更する場合には、当会の貯金機、
支払機、振込機を使用するものとします。 

 

13．（カードの再発行等） 
(1) カードの盗難、紛失等の場合およびカード利用中においてカ
ードＩＣ損傷、カード変形、暗証相違回数オーバーによりカー

ド利用不能となった場合

(2) （略） 

のカードの再発行は、当会所定の手続
をした後に行います。この場合、相当の期間をおき、また保証
人を求めることがあります。 

(2) （略） 
 
14．（貯金機、支払機、振込機への誤入力等） 

(3)   当該貯金口座について初めてカードによる入金があった場

合には、「ＪＡキャッシュサービス現金自動貯金機専用通帳」の
発行の申込があったものとし、同通帳を発行しますので、「ＪＡ
キャッシュサービスご利用明細票」を綴り込んで保管してくだ

さい。 
 
３．（支払機による払戻し） 

(1)～(2) （略） 
(3) 支払機を使用して払戻しをする場合に、払戻請求（追加）額と

第５条第１項に規定する（追加）利用手数料金額との合計額が

払戻すことのできる金額をこえるときは、その払戻しはできま
せん。 

 

４．（振込機による振込） 
（略） 
 

５．（（追加）利用手数料等）  
（1）当会および提携先で入金、または当会および提携先で払戻しを

行う場合に、当会および提携先が所定手数料を定めているとき

は、その手数料（以下「利用手数料」といいます。）をいただき
ます。 

 

（2）前記(1)の利用手数料は、入金および（追加）払戻し時に、通帳
および払戻請求書なしで、その入金および払戻しをした当該口
座から自動的に引落します。なお、提携先の利用手数料は、当

会から各提携先に支払います。 
（3）振込手数料は、振込資金の貯金口座からの払戻し時に、通帳お

よび払戻請求書なしで、その払戻しをした当該口座から自動的

に引落します。 
 
６．（代理人による貯金の預入れ・払戻しおよび振込） 

（1）～（2）（略） 
（3）代理人のカードの利用についても、この規定を適用します。 

（追加） 

 
 
７．（機械等の障害） 

（略） 
 
８．（カードによる入金・払戻し金額等の通帳記入） 

カードにより入金した金額、払戻した金額、（追加）利用手数
料金額および振込手数料金額の通帳記入は、通帳を府内の提携組
合（農林中央金庫を除きます。）の貯金機、支払機もしくは当会の

振込機で使用された場合または当会本支所の窓口に提出された場
合に行います。 

 

９．～11． 
 
12．（カードの紛失、届出事項の変更等） 

(1) カードを紛失した場合または氏名、代理人、暗証その他の届
出事項に変更があった場合には、直ちに本人から当会所定の方
法により当会に届出てください。（追加） 

 
(2) （追加）暗証番号の変更については、当会の貯金機、支払機
または振込機により届出ることができます。この場合、貯金機、

支払機、振込機（追加）にカードを（追加）挿入し、届出の暗
証および変更後の暗証を正確に入力してください。この場合、
前項にかかわらず、書面による届出は必要ありません。 

 
（新設） 
 

 
 
 

13．（カードの再発行等） 
(1) カードの盗難、紛失等の場合（追加）のカードの再発行は、
当会所定の手続をした後に行います。この場合、相当の期間を

おき、また保証人を求めることがあります。 
 
 

(2) （略）  
 
14．（貯金機・支払機・振込機への誤入力等） 



 
（削除）貯金機、支払機、振込機の使用に際し、金額等の誤入

力により発生した損害については、当会は責任を負いません。な

お、入金提携先・出金提携先の貯金機、支払機、振込機を使用し
た場合の入金提携先・出金提携先の責任についても同様とします。 

 

15．（解約、カードの利用停止等） 
(1) 貯金口座を解約する場合、カードの利用を取りやめる場合ま
たはカードローン取引が終了した場合（ただし、ＪＡローンカ

ード（キャッシュカード）に限る。）、または当会普通貯金規定
（普通貯金無利息型(決済用)規定を含みます。以下、同じで
す。）、総合口座取引規定（総合口座（普通貯金無利息型）取引

規定を含みます。以下、同じです。）または貯蓄貯金規定により、
貯金口座が解約された場合には、そのカードを当店に返却いた
だくか、本カードのＩＣ部分を切断のうえ破棄してください。 

(2) カードの改ざん、不正使用など当会がカードの利用を不適当
と認めた場合、および暗証相違回数オーバーの場合には、その
利用をお断りすることがあります。この場合、当会から請求が

あり次第直ちにカードを当店に返却してください。 
(3) 次の場合には、カードの利用を停止することがあります。こ
の場合、当会から請求があり次第直ちにカードを当店に返却し

てください。ただし、後記③の場合は、当会の窓口において当
会所定の本人確認書類の提示を受け、当会が本人であることを
確認できたときに停止を解除します。 

① （略） 
② 普通貯金規定、総合口座取引規定または貯蓄貯金規定によ

り貯金口座の貯金取引が停止された場合 

③～④ （略） 
 

16．（譲渡、質入れ等の禁止） 

（略） 
 
17．（規定の適用） 

(1) この規定に定めのない事項については、当会普通貯金規定、
総合口座取引規定または貯蓄貯金規定、ならびにＪＡ（削除）カ
ードローン取引約定書、ＪＡ（削除）カードローン利用規定（た

だし、当会とＪＡ（削除）カードローン取引約定のある場合に
限る。）および振込規定により取扱います。 

(2) この規定の各条項は、金融情勢その他の状況の変化その他相

当の事由があると認められる場合には、店頭表示その他の相当
の方法で公表することにより、変更できるものとします。 

(3) 前項の変更は、公表の際に定める相当な期間を経過した日か

ら適用されるものとします。 
 

以 上 

当会の貯金機・支払機・振込機の使用に際し、金額等の誤入力
により発生した損害については、当会は責任を負いません。なお、

入金提携先・出金提携先の貯金機・支払機（追加）を使用した場
合の入金提携先・出金提携先の責任についても同様とします。 

 

15．（解約、カードの利用停止等） 
（1）貯金口座を解約する場合、カードの利用を取りやめる場合また

はカードローン取引が終了した場合（ただし、ＪＡローンカー

ド（キャッシュカード）に限る。）には、そのカードを当店に返
却してください。なお、当会普通貯金規定または貯蓄貯金規定
により、貯金口座が解約された場合にも同様に返却してくださ

い。 
 
 

（2）カードの改ざん、不正使用など当会がカードの利用を不適当と
認めた場合（追加）には、その利用をおことわりすることがあ
ります。この場合、当会から請求がありしだい直ちにカードを

当店に返却してください。 
（3）次の場合には、カードの利用を停止することがあります。この

場合、（追加）当会の窓口において当会所定の本人確認書類の

提示を受け、当会が本人であることを確認できたときに停止を
解除します。 

 

① （略） 
（新設） 

 

②～③ （略） 
 

16．（譲渡、質入れ等の禁止） 

（略） 
 
17．（規定の適用） 

（追加）この規定に定めのない事項については、当会普通貯金規
定、総合口座取引規定、貯蓄貯金規定、ならびにＪＡ（農協）カ
ードローン取引約定書、ＪＡ（農協）カードローン利用規定（た

だし、当会とＪＡ（農協）カードローン取引約定のある場合に限
る。）および振込規定により取扱います。 

（新設） 

 
 
（新設） 

 
 

以 上 

 
 

【法人用ＩＣキャッシュカード規定】 
（改 正 後） （改 正 前） 

１．（カードの利用） 

（略） 
 
２．（貯金機による入金） 

(1）～(2) （略） 
 （削除） 

 

 
 

３．～１４．（略）  

 
１５．（解約、カードの利用停止等） 

(1) 貯金口座を解約する場合、カードの利用を取りやめる場合、

または当会普通貯金規定（普通貯金無利息型(決済用)規定を含
みます。以下、同じです。）により、貯金口座が解約された場合
には、そのカードを当店に返却いただくか、本カードのＩＣ部

分を切断のうえ破棄してください。 
(2) カードの改ざん、不正使用など当会がカードの利用を不適当
と認めた場合、および暗証相違回数オーバーの場合には、その

利用をお断りすることがあります。この場合、当会から請求が
あり次第

１．（カードの利用） 

（略） 
 
２．（貯金機による入金） 

(1）～(2) （略） 

直ちにカードを当店に返却してください。 
(3) （略） 

 
１６．～１７．（略） 

以 上 

(3) カードのみによる入金の場合は、あらかじめ発行しました「現
金自動貯金機専用通帳」に「ＪＡキャッシュサービスご利用明

細票」を綴り込んで保管してください。 
 

３．～１４．（略）  

 
１５．（解約、カードの利用停止等） 

(1) 貯金口座を解約する場合、カードの利用を取りやめる場合、

または当会普通貯金規定（普通貯金無利息型(決済用)規定を含
みます。以下、同じです。）により、貯金口座が解約された場合
には、そのカードを当店に返却してください。 

 
(2) カードの改ざん、不正使用など当会がカードの利用を不適当
と認めた場合、および暗証相違回数オーバーの場合には、その

利用をお断りすることがあります。この場合、当会から請求が
ありしだい直ちにカードを当店に返却してください。 

(3) （略） 
 
１６．～１７．（略） 

以 上 



 
【ＪＡキャッシュカード規定兼ＪＡローンカード（キャッシュカード）規定】 

（改 正 後） （改 正 前） 

１．（カードの利用） 
  普通貯金（利息を付さない旨の約定のある普通貯金無利息型（決

済用）、総合口座取引および総合口座(普通貯金無利息型)取引の普
通貯金を含みます。以下、同じです。）、貯蓄貯金について発行し
たＪＡキャッシュカードおよびＪＡカードローンについて発行し

たＪＡローンカード（キャッシュカード）（以下、これらを「カー
ド」といいます。）は、それぞれ当該貯金口座または貸越口座につ
いて、次の場合に利用することができます。 

  ただし、カードローンの貸越、返済についての利用は、当会とカ
ードローン取引約定のある場合に限ります。 

  ① 当会、当会が提携した他の農業協同組合（信用農業協同組合

連合会を含みます。以下、「提携組合」といいます。）および当
会がオンライン現金自動預入機の共同利用による現金預入業
務を提携した金融機関等（以下、提携組合も含めて「入金提携

先」といいます。）の現金自動貯金機（現金自動預入払出兼用
機を含みます。以下、「貯金機」といいます。）を使用してカー
ドローンの貸越の返済、（削除）普通貯金、貯蓄貯金（以下、

これらを「貯金」といいます。）に預入れをする場合（削除）（以
下、これらの取引を単に「入金」といいます。） 

  ② 当会および当会がオンライン現金自動支払機の共同利用に

よる現金支払業務を提携した金融機関等（以下、提携組合を含
めて「出金提携先」といいます。）の現金自動支払機（現金自
動預入払出兼用機を含みます。以下、「支払機」といいます。）

を使用してカードローンの貸越を受け、または貯金の払戻しを
する場合（以下、これらの取引を単に「払戻し」といいます。） 

 

 
  ③ 当会の自動振込機（振込を行うことができる現金自動預入払

出兼用機を含みます。以下、「振込機」といいます。）を使用し

てカードローンの貸越を受け、または振込資金を貯金口座から
の振替えにより払戻し、振込の依頼をする場合 

④ 提携組合の窓口で入金および払戻しを行う場合 

 
 

  ⑤ その他当会所定の取引をする場合 

 
２．（貯金機による入金） 

(1) 貯金機を使用して入金する場合には、貯金機の画面表示等の

操作手順に従って、貯金機にカード、または通帳（当会および
府内の提携組合に限ります。）を所定の方法で挿入し、現金を投
入して操作してください。（削除） 

(2) 貯金機による入金は、貯金機の機種により当会および入金提
携先所定の種類の紙幣および硬貨に限ります。また、１回あた
りの入金は、当会および入金提携先所定の枚数による金額の範

囲内とします。 
（削除） 
 

 
 
 

 
３．（支払機による払戻し） 

(1) 支払機を使用して払戻しをする場合には、支払機の画面表示

等の操作手順に従って支払機にカードを所定の方法で挿入し、
届出の暗証および金額を正確に入力してください。この場合、
通帳および払戻請求書の提出は必要ありません。 

(2) 支払機による払戻しは、支払機の機種により当会または出金
提携先所定の金額単位とし、１回あたりの払戻しは、当会また
は出金提携先所定の金額の範囲内とします。なお、１日あたり

の払戻しは当会所定の金額の範囲内とします。 
 
 

(3) 支払機を使用して払戻しをする場合に、払戻請求金額と第５
条第１項に規定する自動機

  振込機を使用して振込資金を貯金口座からの振替えにより払戻

し、振込の依頼をする場合には、振込機の画面表示等の操作手順に
従って、振込機にカードを

利用手数料金額との合計額が払戻す
ことのできる金額をこえるときは、その払戻しはできません。 

 
４．（振込機による振込） 

所定の方法で

１．（カードの利用） 
  普通貯金（

挿入し、届出の暗証その他
の所定の事項を正確に入力してください。この場合における貯金の

総合口座取引の普通貯金を含む。また利息を付さない

旨の約定のある普通貯金無利息型（決済用）の場合は総合口座（普
通貯金無利息型）取引の普通貯金を含む。以下同じ。）、貯蓄貯金
について発行したＪＡキャッシュカードおよびＪＡカードローン

について発行したＪＡローンカード（キャッシュカード）（以下（追
加）これらを「カード」という。）は、それぞれ当該貯金口座また
は貸越口座について、次の場合に利用することができます。 

  ただし、カードローンの貸越、返済についての利用は、当会とカ
ードローン取引約定のある場合に限ります。 

① 当会、提携組合（信用農業協同組合連合会および農林中央

金庫を含む。以下「提携組合」という。）および当会がオン
ライン現金自動預入機の共同利用による現金預入業務を提
携した金融機関等（以下提携組合も含めて「入金提携先」と

いいます。）の現金自動貯金機（現金自動預入払出兼用機を
含む。以下（追加）「貯金機」という。）を使用してカード
ローンの貸越の返済、または普通貯金、貯蓄貯金（以下（追

加）これらを「貯金」という。）に預入れる場合。（以下（追
加）これらの取引を単に「入金」という。） 

② 当会および当会がオンライン現金自動支払機の共同利用

による現金支払業務を提携した金融機関等（提携組合を含
む。以下「出金提携先」という。）の現金自動支払機（現
金自動預入払出兼用機を含む。以下（追加）「支払機」とい

う。）を使用してカードローンの貸越を受け、または貯金を
払戻す場合（総合口座取引の普通貯金については当座貸越
を利用できる範囲内の金額を含む。）。（以下（追加）これら

の取引を単に「払戻し」という。） 
③ 当会の自動振込機（振込を行うことができる現金自動預入

払出兼用機を含む。以下（追加）「振込機」という。）を使

用してカードローンの貸越を受け、または振込資金を貯金口
座からの振替えにより払戻し、振込の依頼をする場合 

④ 府外の一部提携組合の窓口で入金および払戻しを行う場

合。なお、この取引については、窓口にカードを提出し、当
会およびその提携組合所定の手続きによるものとします。 

 （新設） 

 
２．（貯金機による入金） 
（１）貯金機を使用して入金するときは、（追加）貯金機にカード（追

加）または通帳（追加）を（追加）挿入し、現金を投入して操作
してください。府内の提携組合（農林中央金庫を除く。）の貯金
機を使用する場合のみ通帳は使用できます。 

（２）貯金機による入金は、貯金機の機種により当会および入金提携
先が定めた種類の金種に限ります。また、１回あたりの入金は、
当会および入金提携先が定めた枚数による金額の範囲内とし

ます。 
（３）当該貯金口座について初めてカードによる入金があったときは、

「ＪＡキャッシュサービス現金自動貯金機専用通帳」の発行の

申込があったものとし、同通帳を発行いたしますので、「ＪＡ
キャッシュサービスご利用明細票」を綴り込んで保管してくだ
さい。 

 
３．（支払機による払戻し） 
（１）支払機を使用して払戻すときは、（追加）支払機にカードを（追

加）挿入し、届出の暗証と金額を操作手順に従ってボタン等によ
り操作してください。この場合、通帳および払戻請求書の提出は
必要ありません。 

（２）支払機による払戻しは、支払機の機種により当会（提携先の支
払機使用の場合は、その出金提携先）が定めた金額単位とし、
１回あたりの払戻しは、当会（出金提携先の支払機使用の場合

は、その提携先）が定めた金額の範囲内とします。 
なお、１日あたりの払戻しは当会が定めた金額の範囲内とし

ます。 

（３）当会および出金提携先の支払機により払戻す場合に、払戻金額
と後記５．の

  振込機を使用して振込資金を貯金口座からの振替えにより払戻

し、振込の依頼をする場合には、振込機の画面表示等の操作手順に
従って、振込機にカ一ドを

利用手数料金額との合計額が払戻すことのできる
金額をこえるときは、その払戻しはできません。 

 
４．（振込機による振込） 

（追加）挿入し、届出の暗証その他の所
定の事項を正確に入力してください。この場合における貯金の払戻



 
払戻しについては、通帳および払戻請求書の提出は必要ありませ
ん。 

 
５．（自動機利用手数料等） 

(1) 貯金機を使用して入金する場合、貯金機、支払機または振込

機を使用して払戻しをする場合（カードによる窓口での入金お
よび払戻しを含みます。）には、当会および入金提携先・出金提
携先所定の貯金機、支払機および振込機の利用に関する手数料

（以下、「自動機利用手数料」といいます。）をいただきます。 
(2) 自動機利用手数料は、入金および貯金払戻し時に、通帳およ
び払戻請求書なしで、その入金および払戻しをした貯金口座か

ら自動的に引落します。なお、入金提携先・出金提携先の自動
機利用手数料は、当会から各提携先に支払います。 

(3) （略） 

 
６．（代理人による（削除）預入れ・払戻しおよび振込） 

(1) ～(2)（略） 

 (3) 代理人のカードの利用についても、この規定を適用します。
ただし、代理人カードでカードローンの貸越を行うことはでき
ません。 

 
７．（貯金機・支払機・振込機故障時等の取扱い） 
（略） 

 
８．（カードによる入金・払戻し金額等の通帳記入） 

カードにより入金した金額、払戻した金額、自動機利用手数料

金額、振込手数料金額の通帳記入は、通帳が当会および府内の提
携組合（削除）の貯金機、支払機もしくは当会の振込機で使用さ
れた場合または当会本支所の窓口に提出された場合に行います。 

 
 
９．（カード・暗証の管理等） 

(1) （略） 
 

(2) カードは他人に使用されないよう保管してください。暗証は

生年月日・電話番号等の他人に推測されやすい番号の利用を避
け、他人に知られないよう管理してください。カードが、偽造、
盗難、紛失等により他人に使用されるおそれが生じた場合、ま

たは他人に使用されたことを認知した場合には、すみやかに本
人から当会に通知してください。この通知を受けたときは、直
ちにカードによる貯金の払戻し停止の措置を講じます。 

(3) （略） 
 
10．～ 11．（略 ） 

 
12．（カードの紛失、届出事項の変更等） 

(1) カードを紛失した場合、または氏名、代理人、暗証その他の

届出事項に変更があった場合には、直ちに本人から当会所定の
方法により当会に届出てください。この届出前に生じた損害に
ついては、当会は責任を負いません。 

(2) 前項の暗証（削除）の変更については、当会の貯金機、支払
機、または振込機により届出ることができます。この場合、貯
金機、支払機、振込機の画面表示等の操作手順に従って貯金機、

支払機、振込機にカードを所定の方法で挿入し、届出の暗証お
よび変更後の暗証を正確に入力してください。この場合、前項
にかかわらず、書面による届出は必要ありません。 

 (3) 代理人カードの暗証については、本人のほか、本人があらかじ
め届け出た代理人が変更することができます。ただし、代理人が
代理人カードの暗証を変更する場合には、当会の貯金機、支払機、

振込機を使用するものとします。 
 
13．（カードの再発行等） 

(1) カードの盗難、紛失等の場合およびカード利用中においてカ
ード磁気損傷、カード変形、暗証相違回数オーバーによりカー
ド利用不能となった場合のカードの再発行は、当会所定の手続

をした後に行います。この場合、相当の期間をおき、また保証
人を求めることがあります。 

(2)  （略） 

 
14．（貯金機、支払機、振込機への誤入力等） 

（削除）貯金機、支払機、振込機の使用に際し、金額等の誤入

力により発生した損害については、当会は責任を負いません。な
お、入金提携先・出金提携先の貯金機、支払機、振込機

しについては、通帳および払戻請求書の提出は必要ありません。 
 

 
５．（

を使用し
た場合の入金提携先・出金提携先の責任についても同様とします。 

（追加）利用手数料（追加）） 
（１）当会および提携先で入金、または当会および提携先で払戻しを

行う場合に、当会および提携先が所定の手数料を定めているとき
は、その手数料（以下「利用手数料」という。）をいただきます。 

 

 
（２）前記（１）の利用手数料は、入金、払戻し時に（追加）通帳お

よび払戻請求書なしで当該口座から自動的に引落します。な

お、入金提携先・出金提携先の（追加）利用手数料は、当会か
ら各提携先に支払います。 

（３）（略） 

 
６．（代理人による貯金の預入れ・払戻しおよび振込） 
（１）～（２）（略） 

（３）代理人のカードの利用についても、この規定を適用します。 
（追加） 
 

 
７．（機械等の障害） 
（略） 

 
８．（カードによる入金・払戻し金額等の通帳記入） 
  カードにより入金した金額、払戻した金額、（追加）利用手数料

金額および振込手数料金額の通帳記入は、通帳を府内の提携組合
（農林中央金庫を除く。）の貯金機、支払機もしくは当会の振込機
で使用されたときまたは当会本支所の窓口に提出されたときに行

います。 
 
９．（カード・暗証の管理等） 

（１）（略） 
 
（２）カードは他人に使用されないよう保管してください。暗証は生

年月日・電話番号等の他人に推測されやすい番号の利用を避け、
他人に知られないよう管理してください。カードが、偽造、盗難、
紛失等により他人に使用されるおそれが生じた場合（追加）また

は他人に使用されたことを認知した場合には、すみやかに本人か
ら当会に通知してください。この通知を受けたときは、直ちにカ
ードによる貯金の払戻し停止の措置を講じます。 

（３）（略） 
 
10．～11．（略）   

 
12．（カードの紛失、届出事項の変更等） 
（１）カードを紛失した場合または氏名、代理人、暗証その他の届出

事項に変更があった場合には、直ちに本人から当会所定の方法に
より当会に届出てください。（追加） 

 

（２）（追加）暗証番号の変更については、当会の貯金機、支払機ま
たは振込機により届出ることができます。この場合、貯金機、支
払機または振込機（追加）にカードを（追加）挿入し、届出の暗

証および変更後の暗証を正確に入力してください。この場合、前
項にかかわらず、書面による届出は必要ありません。 

 

（新設） 
 
 

 
 
13．（カードの再発行等） 

（１）カードの盗難、紛失等の場合（追加）のカードの再発行は、当
会所定の手続きをした後に行います。この場合、相当の期間をお
き、また保証人を求めることがあります。 

 
 
（２） （略） 

 
14. （貯金機・支払機・振込機への誤入力等） 
  当会の貯金機・支払機・振込機の使用に際し、金額等の誤入力に

より発生した損害については、当会は責任を負いません。なお、入
金提携先・出金提携先の貯金機・支払機（追加）を使用した場合の
入金提携先・出金提携先の責任についても同様とします。 



 
 
15．（解約、カードの利用停止等） 

(1) 貯金口座を解約する場合、カードの利用を取りやめる場合、
カードローン取引が終了した場合（ただし、ＪＡローンカード
（キャッシュカード）に限る。）、または当会普通貯金規定（普

通貯金無利息型(決済用)規定を含みます。以下、同じです。）、
総合口座取引規定（総合口座（普通貯金無利息型）取引規定を
含みます。以下、同じです。）または貯蓄貯金規定により、貯金

口座が解約された場合には、そのカードを当店に返却いただく
か、本カードの磁気ストライプ部分を切断のうえ破棄してくだ
さい。 

(2) カードの改ざん、不正使用など当会がカードの利用を不適当
と認めた場合、および暗証相違回数オーバーの場合には、その
利用をお断りすることがあります。この場合、当会から請求が

あり次第直ちにカードを当店に返却してください。 
(3) 次の場合には、カードの利用を停止することがあります。こ
の場合、当会から請求があり次第直ちにカードを当店に返却し

てください。ただし、後記③の場合は、当会の窓口において当
会所定の本人確認書類の提示を受け、当会が本人であることを
確認できたときに停止を解除します。 

① （略） 
② 普通貯金規定、総合口座取引規定または貯蓄貯金規定によ

り貯金口座の貯金取引が停止された場合 

③～④ （略） 
 
16．（譲渡、質入れ等の禁止） 

（略） 
 
17．（規定の適用） 

(1) この規定に定めのない事項については、当会普通貯金規定、
総合口座取引規定、貯蓄貯金規定、ならびにＪＡ（削除）カー
ドローン取引約定書、ＪＡ（削除）カードローン利用規定（た

だし、当会とＪＡ（削除）カードローン取引約定のある場合に
限る。）および振込規定により取扱います。 

(2) この規定の各条項は、金融情勢その他の状況の変化その他相

当の事由があると認められる場合には、店頭表示その他の相当
の方法で公表することにより、変更できるものとします。 

 
15．（解約、カードの利用停止等） 

（１）貯金口座を解約する場合、カードの利用を取りやめる場合また
はカードローン取引が終了した場合（ただし、ＪＡローンカード
（キャッシュカード）に限る。）

(3) 前項の変更は、公表の際に定める相当な期間を経過した日か

ら適用されるものとします。 
 
 

以 上 

には、そのカードを当店に返却

してください。なお、当会普通貯金規定または貯蓄貯金規定によ
り、貯金口座が解約された場合にも同様に返却してください。 

 

 
 
 

（２）カードの改ざん、不正使用など当会がカードの利用を不適当と
認めた場合（追加）には、その利用をおことわりすることがあり
ます。この場合、当会から請求があり次第直ちにカードを当店に

返却してください。 
（３）次の場合には、カードの利用を停止することがあります。この

場合（追加）当会の窓口において当会所定の本人確認書類の提示

を受け、当会が本人であることを確認できたときに停止を解除し
ます。 
 

①（略） 
（新設） 

 

②～③ （略） 
 
16．（譲渡、質入れ等の禁止） 

（略） 
 
17．（規定の適用） 

（追加）この規定に定めのない事項については、当会普通貯金規定、
総合口座取引規定、貯蓄貯金規定、ならびにＪＡ（農協）カードロ
ーン取引約定書、ＪＡ（農協）カードローン利用規定（ただし、当

会とＪＡ（農協）カードローン取引約定のある場合に限る。）およ
び振込規定により取扱います。 

（新設） 

 
 
（新設） 

 
 
 

以 上 

 
 
 
【ＪＡカード（一体型）規定】 

（改 正 後） （改 正 前） 

１．（ＪＡカード（一体型）） 

(1) ＪＡカード（一体型）とは、当会のＩＣキャッシュカード（た
だし「ＩＣキャッシュカード規定」所定の代理人カードは除く
ものとします。）としての機能（「ＩＣキャッシュカード規定」

および「（削除）デビットカード取引規定」により定められた
機能をいい、以下、「ＩＣキャッシュカード機能」といいます。）
と、三菱ＵＦＪニコス株式会社（以下、「当社」といいます。）

のクレジットカードとしての機能（「ＪＡカード（一体型）会員
規約」により定められた機能をいい、以下、「クレジットカード
機能」といいます。）を一体化し、双方の機能を 1枚で提供する

カードのことをいうものとします。なお、ＪＡカード（一体型）
のカード券面には「ＪＡ ＣＡＲＤ」と表示する他、氏名（ロ
ーマ字表示）、クレジットカードの会員番号、有効期限およびＩ

Ｃキャッシュカードの貯金口座番号等が表示されるものとしま
す。 

 

(2) ＪＡカード（一体型）は、「普通貯金規定」、「普通貯金無利息
型（決済用）規定」、「総合口座取引規定」、「総合口座（普通貯
金無利息型）取引規定」のうちＪＡカード（一体型）のクレジ

ットカード機能の利用代金を決済する口座に関連する規定（以
下、「関連規定」といいます。）、「ＩＣキャッシュカード規定」、
「（削除）デビットカード取引規定」、「ＪＡカード（一体型）

会員規約」および「ＪＡカード（一体型）規定」（以下、「本規
定」といいます。）を承認のうえ、当会および当社所定の方法に
て入会を申し込み、当会および当社が認めた者（以下、「利用者」

といいます。）に対し、１枚のみ発行されるものとします。 

第１条（ＪＡカード（一体型）） 
１．JAカード（一体型）とは、大阪府下農業協同組合ならびに大阪

府信用農業協同組合連合会（以下総称して「大阪府下組合」と称し
ます。）のＩＣキャッシュカード（ただし「ＩＣキャッシュカード

規定」所定の代理人カードは除くものとします。）としての機能（「Ｉ
Ｃキャッシュカード規定」および「ＪＡデビットカード取引規定」
により定められた機能をいい、以下（追加）「ＩＣキャッシュカー

ド機能」といいます。）と、三菱ＵＦＪニコス株式会社（以下（追
加）「当社」といいます。）のクレジットカードとしての機能（「Ｊ
Ａカード（一体型）会員規約」により定められた機能をいい、以下

（追加）「クレジットカード機能」といいます。）を一体化し、双
方の機能を 1 枚で提供するカードのことをいうものとします。な
お、JAカード（一体型）のカード券面には「JA CARD」と表示す

る他、氏名（ローマ字表示）、クレジットカードの会員番号、有効
期限およびＩＣキャッシュカードの貯金口座番号等が表示される
ものとします。 

２．ＪＡカード（一体型）は、「総合口座取引規定」、「総合口座（普
通貯金無利息型）取引規定」、「普通貯金規定」、「普通貯金無利息型
（決済用）規定」のうちＪＡカード（一体型）のクレジットカード

機能の利用代金を決済する口座に関連する規定（以下（追加）「関
連規定」といいます。）、「ＩＣキャッシュカード規定」、「ＪＡデビ
ットカード取引規定」、「ＪＡカード（一体型）会員規約」および「JA
カード（一体型）規定」（以下（追加）「本規定」といいます。）を
承認のうえ、大阪府下組合のうちクレジットカード機能の利用代金
等を決済する貯金口座（以下「決済口座」といいます。）に指定す

る組合（以下「当組合」といいます。）および当社所定の方法にて



 
 
 

(3) ＪＡカード（一体型）のクレジットカード機能の利用代金を
決済する口座は、当該ＪＡカード（一体型）の貯金口座とする
ものとします。 

 
２．（ＪＡカード（一体型）の貸与および譲渡等の禁止） 

(1) ～(3) （略） 

 
３．（ＪＡカード（一体型）の取り扱い） 

(1) （略） 

(2) 利用者が、ＪＡカード（一体型）のデビットカードとしての
機能 （「（削除）デビットカード取引規定」により定められた機
能をいいます。）およびクレジットカード機能の両機能を使用で

きる加盟店においてＪＡカード（一体型）を利用してショッピ
ングを行う場合には、ＪＡカード（一体型）提示の際に、いず
れの機能を利用するかについて、当該加盟店に申告するものと

します。 
(3) （略） 

 

 
４．（有効期限） 

(1) ＪＡカード（一体型）における（削除）クレジットカード機

能の有効期限（以下、「有効期限」といいます。）は（削除）当
社が指定するものとし、ＪＡカード（一体型）表面に表示した
月の末日までとします。 

(2) 有効期限までにクレジットカード機能退会の申し出がない利
用者で、かつ、（削除）当社が引き続き利用者として承認する
場合、有効期限を更新した新たなＪＡカード（一体型）（以下、

「新カード」といいます。）が発行・貸与されるものとします。 
(3) 当社がクレジットカード機能の提供を承認しなかった場合に
は、当会が「ＩＣキャッシュカード規定」および「（削除）デ

ビットカード取引規定」により発行されるＩＣキャッシュカー
ド（以下、「ＩＣキャッシュカード」といいます。）またはＩＣ
チップを搭載していないキャッシュカードを発行し貸与するも

のとします。 
(4) ～(5)（略） 

 

５．（ＪＡカード（一体型）の盗難・紛失の場合の責任と損害の負担） 
(1) ～(5) （略） 

 

 
６．（届出事項の変更） 

(1) ～(4) （略） 

 
７．（ＪＡカード（一体型）の機能分離等） 

(1) （略） 

①～④（略） 
⑤決済口座を、当会以外のＪＡカード（一体型）を扱う組合ま

たは連合会の口座に変更する場合 

⑥、⑦（略） 
(2)～(4)（略） 

 

８．（ＪＡカード（一体型）の種別変更等） 
(1)～(2)（略） 

 

９．（クレジットカード機能の利用停止等と返却） 
(1)～(4)（略） 

 

10．（カードの再発行等） 
(1)～(3)（略） 

 

11．（店舗統廃合） 
(1)～(3)（略） 

 

12．（情報の管理および同意） 
(1) （略） 
(2)

入会を申し込み、当組合および当社が認めた者（以下

 利用者は、ＪＡカード（一体型）の発行、管理等業務遂行上

必要な範囲で、当会および当社で当該利用者の属性情報（当該
利用者が当会および当社に対しＪＡカード（一体型）申込時に
申込書等により届け出た情報および第６条に基づいて届け出た

情報をさすものとします。）、ＪＡカード（一体型）の機能の全
部または一部の利用の可否の判断に関わる当該利用者の情報
（第４条、第５条、第７条、第８条、第９条、第 10条第２項記

（追加）「利
用者」といいます。）に対し、１枚のみ発行されるものとします。 

３．ＪＡカード（一体型）の決済口座は、当該ＪＡカード（一体型）
の貯金口座とするものとします。 

 
 
第 2 条（JAカード（一体型）の貸与および譲渡等の禁止） 
１．～３．（略）  
 
第３条（JAカード（一体型）の取り扱い） 
１．（略） 
２．利用者が、JAカード（一体型）のデビットカードとしての機能

（「ＪＡデビットカード取引規定」により定められた機能をいいま
す。）およびクレジットカード機能の両機能を使用できる加盟店に

おいてJAカード（一体型）を利用してショッピングを行う場合に
は、JAカード（一体型）提示の際に、いずれの機能を利用するか
について、当該加盟店に申告するものとします。 

 
３．（略）  
 
 
第４条（有効期限） 
１．JAカード（一体型）におけるＩＣキャッシュカード機能およびク

レジットカード機能の有効期限（以下（追加）「有効期限」といい
ます。）は当組合および当社が指定するものとし、JAカード（一体
型）表面に表示した月の末日までとします。 

２．有効期限までにクレジットカード機能退会の申し出がない利用者
で、かつ、当組合および当社が引き続き利用者として承認する場合、
有効期限を更新した新たなJAカード（一体型）（以下（追加）「新

カード」といいます。）が発行・貸与されるものとします。 
３．当社がクレジットカード機能の提供を承認しなかった場合には、

当組合が「ＩＣキャッシュカード規定」および「ＪＡデビットカー

ド取引規定」により発行されるＩＣキャッシュカード（以下（追加）
「ＩＣキャッシュカード」といいます。）またはＩＣチップを搭載
していないキャッシュカードを発行し貸与するものとします。 

 
４．～５．（略） 
 
第５条（JAカード（一体型）の盗難・紛失の場合の責任と損害の負
担） 
１．～５．（略）  
 
第６条（届出事項の変更） 
１．～４．（略） 
 
第 7 条（JA カード（一体型）の機能分離等） 
１．（略）  

①～④（略） 
⑤決済口座を、大阪府下組合以外のＪＡカード（一体型）を扱う
組合または連合会の口座に変更する場合 

⑥、⑦（略） 
２．～４．（略） 
 
第 8 条（JAカード（一体型）の種別変更等） 
１．～２．（略）  
 
第 9 条（クレジットカード機能の利用停止等と返却） 
１．～４．（略） 
 
第 10 条（カードの再発行等） 
１．～３．（略） 
 
第 11 条（店舗統廃合） 
１．～３．（略） 
 
第 12 条（情報の管理および同意） 
１．（略） 
２．利用者は、JAカード（一体型）の発行、管理等業務遂行上必要

な範囲で、当組合および当社で当該利用者の属性情報（当該利用者
が当組合および当社に対しJAカード（一体型）申込時に申込書等
により届け出た情報および第 6 条に基づいて届け出た情報をさす

ものとします。）、JAカード（一体型）の機能の全部または一部の
利用の可否の判断に関わる当該利用者の情報（第 4 条、第 5 条、
第 7 条、第 8 条、第 9 条、第 10 条第 2 項記載の事項、関連規定、



 
載の事項、関連規定、「ＩＣキャッシュカード規定」、「（削除）
デビットカード取引規定」または「ＪＡカード（一体型）会員

規約」に違反した事実等）の共有がなされることについて、あ
らかじめ同意するものとします。 

(3) （略） 

 
13．（規約および規定の準用） 

「本規定」に特段の定めがない場合は、ＪＡカード（一体型）

のＩＣキャッシュカード機能については関連規定、「ＩＣキャッシ
ュカード規定」、「（削除）デビットカード取引規定」を、クレジ
ットカード機能については「ＪＡカード（一体型）会員規約」を

準用するものとします。  
また、「本規定」と関連規定、「ＩＣキャッシュカード規定」、「（削

除）デビットカード取引規定」または「ＪＡカード（一体型）会

員規約」の内容が両立しない場合は、「本規定」が優先的に適用さ
れるものとします。 

 

14．（「本規定」の改定） 
（略） 

以上 

 
 

「ＩＣキャッシュカード規定」、「

※「当組合」をすべて「当会」に変更。 

 
 

 

ＪＡデビットカード取引規定」ま
たは「ＪＡカード（一体型）会員規約」に違反した事実等）の共有

がなされることについて、あらかじめ同意するものとします。 
 
３．（略） 
 
第 13 条（規約および規定の準用） 

「本規定」に特段の定めがない場合は、JAカード（一体型）のＩ

Ｃキャッシュカード機能については関連規定、「ＩＣキャッシュカー
ド規定」、「ＪＡデビットカード取引規定」を、クレジットカード機能
については「ＪＡカード（一体型）会員規約」を準用するものとしま

す。また、「本規定」と関連規定、「ＩＣキャッシュカード規定」、「Ｊ
Ａデビットカード取引規定」または「ＪＡカード（一体型）会員規約」
の内容が両立しない場合は、「本規定」が優先的に適用されるものと

します。 
 
 

第 14 条（「本規定」の改定） 
（略） 

以上 
 
 
 

 
 

 

 

【デビットカード取引規定】 
（改 正 後） （改 正 前） 

１．（適用範囲） 
次の各号のうちいずれかの者（以下、「加盟店」といいます。）

に対して、デビットカード（当会がＪＡキャッシュカード規定兼
ＪＡローンカード（キャッシュカード）規定にもとづいて、普通
貯金（総合口座取引の普通貯金を含みます。）について発行するＪ

ＡキャッシュカードおよびＪＡカードローンについて発行するＪ
Ａローンカード（キャッシュカード）およびＩＣキャッシュカー
ド規定にもとづいて普通貯金（総合口座取引の普通貯金を含みま

す。）について発行するＩＣキャッシュカード。以下、「カード」
といいます。）を提示して、当該加盟店が行う商品の販売または役
務の提供等（以下、「売買取引」といいます。）について当該加盟

店に対して負担する債務（以下、「売買取引債務」）といいます。）
を当該カードの貯金口座（以下、「貯金口座」といいます。）から
貯金の引落し（総合口座取引規定、ＪＡ（削除）カードローン取

引約定書およびＪＡ（削除）

(2) 前項にかかわらず、デビットカード取引を行った加盟店にカ

ードおよび加盟店が必要と認める本人確認書類を持参して、引
落

カードローン利用規定にもとづく当
座貸越による引落しを含みます。）によって支払う取引（以下、「デ
ビットカード取引」といいます。）については、この規定により取

扱います。 
① 日本デビットカード推進協議会（以下、「協議会」といい

ます。）所定の加盟店規約（以下、「規約」といいます。）を

承認のうえ、協議会に直接加盟店として登録され、協議会の
会員である一または複数の金融機関（以下、「加盟店金融機
関」といいます。）と規約所定の加盟店契約を締結した法人

または個人（以下、「直接加盟店」といいます。） 
 
② （略） 
③ 規約を承認のうえ協議会に任意組合として登録され加盟
店金融機関と加盟店契約を締結した民法上の組合の組合員
である、規約を承認した法人または個人 

 
２．～３．（略） 
 

４．（貯金の復元等） 
(1) （略） 

（削除）

１．（適用範囲） 
次の各号のうちいずれかの者（以下

された貯金の復元を加盟店経由で請求し、加盟店が
これを受けて端末機から当会に取消しの電文を請求し、当会が

当該電文をデビットカード取引契約が成立した当日中に受信し
た場合に限り、当会は引落された貯金の復元をします。加盟店
経由で引落された貯金の復元を請求するにあたっては、自らカ

ードを端末機に読み取らせるかまたは加盟店にカードを引き渡

（追加）「加盟店」といい

ます。）に対して、デビットカード（当会がＪＡキャッシュカード
規定兼ＪＡローンカード（キャッシュカード）規定にもとづいて、
普通貯金（総合口座取引の普通貯金を含みます。）について発行す

るＪＡキャッシュカードおよびＪＡカードローンについて発行す
るＪＡローンカード（キャッシュカード）およびＩＣキャッシュ
カード規定にもとづいて普通貯金（総合口座取引の普通貯金を含

みます。）について発行するＩＣキャッシュカード。以下（追加）
「カード」といいます。）を提示して、当該加盟店が行う商品の販
売または役務の提供等（以下（追加）「売買取引」といいます。）

について当該加盟店に対して負担する債務（以下（追加）「売買
取引債務」）といいます。）を当該カードの貯金口座（以下（追加）
「貯金口座」といいます。）から貯金の引落し（総合口座取引規定、

ＪＡ（農協）カードローン取引約定書およびＪＡ（農協）カード
ローン利用規定にもとづく当座貸越による引落しを含みます。）に
よって支払う取引（以下（追加）「デビットカード取引」といい

ます。）については、この規定により取扱います。 
① 日本デビットカード推進協議会（以下（追加）「協議会」

といいます。）所定の加盟店規約（以下（追加）「規約」と

いいます。）を承認のうえ、協議会に直接加盟店として登録
され、協議会の会員である一または複数の金融機関（以下（追
加）「加盟店金融機関」といいます。）と規約所定の加盟店

契約を締結した法人または個人（以下（追加）

(2) 前項にかかわらず、デビットカード取引を行った加盟店にカ

ードおよび加盟店が必要と認める本人確認書類を持参して、引
落とされた貯金の復元を加盟店経由で請求し、加盟店がこれを
受けて端末機から当会に取消しの電文を請求し、当会が当該電

文をデビットカード取引契約が成立した当日中に受信した場合
に限り、当会は引落された貯金の復元をします。加盟店経由で
引落された貯金の復元を請求するにあたっては、自らカードを

端末機に読み取らせるかまたは加盟店にカードを引き渡したう

「直接加盟店」
といいます。） 

② （略） 
③ 規約を承認のうえ協議会に任意組合として登録され加盟
店金融機関と加盟店契約を締結した民法上の組合の組合員
であり、規約を承認した法人または個人 

 
２．～３．（略） 
 

４．（貯金の復元等） 
(1) （略） 



 
したうえ加盟店を通じて端末機に読みとらせてください。端末
機から取消しの電文を送信することができないときは、引落さ

れた貯金の復元はできません。 
(3)～(5)（略） 

 

５．（読替規定） 
カードをデビットカード取引に利用する場合におけるＪＡキャ

ッシュカード規定兼ＪＡローンカード（キャッシュカード）規定お

よびＩＣキャッシュカード規定（以下、「規定」といいます。）の適
用については、同規定第６条中「代理人による（削除）預入れ・払
戻しおよび振込」とあるのは「代理人による（削除）預入れ・払戻

し・振込およびデビットカード取引」と、同規定第６条第１項中「貯
金の預入れ・払戻しおよび振込の依頼をする場合」とあるのは「貯
金の預入れ・払戻し・振込の依頼およびデビットカード取引をする

場合」と、同規定第８条中「入金した金額、払戻した金額、自動機
利用手数料金額、振込手数料金額」とあるのは「入金した金額、払
戻した金額、自動機利用手数料金額、振込手数料金額およびデビッ

トカード取引をした金額」と、同規定第９条第１項中「支払機また
は振込機

え加盟店を通じて端末機に読みとらせてください。端末機から
取消しの電文を送信することができないときは、引落された貯

金の復元はできません。 
(3)～(5)（略） 

 

５．（読替規定） 
カードをデビットカード取引に利用する場合におけるＪＡキャッ

シュカード規定兼ＪＡローンカード（キャッシュカード）規定および

ＩＣキャッシュカード規定（以下

」とあるのは「端末機」と、「払戻し」とあるのは「引落
し」と、同規定第14条中「貯金機・支払機・振込機」とあるのは「端

末機」と読み替えるものとします。 
 

以上 

 

（追加）「規定」といいます。）の
適用については、同規定第６条中「代理人による貯金の預入れ・払戻
しおよび振込」とあるのは「代理人による貯金の預入れ・払戻し・振

込およびデビットカード取引」と、同規定第６条第１項中「貯金の預
入れ・払戻しおよび振込の依頼をする場合」とあるのは「貯金の預入
れ・払戻し・振込の依頼およびデビットカード取引をする場合」と、

同規定第８条中「入金した金額、払戻した金額、（追加）利用手数料
金額および振込手数料金額」とあるのは「入金した金額、払戻した金
額、（追加）利用手数料金額、振込手数料金額およびデビットカード

取引をした金額」と、同規定第９条第１項中「支払機（追加）」とあ
るのは「端末機」と、「払戻し」とあるのは「引落し」と、同規定第
14 条中「貯金機・支払機・振込機」とあるのは「端末機」と読み替

えるものとします。 
 

以上 

 
 

 
 

【ＪＡ法人キャッシュカード規定】 
（改 正 後） （改 正 前） 

１．（カードの利用） 
普通貯金（利息を付さない旨の約定のある普通貯金無利息型

（決済用）を含みます。以下、同じです。）について発行した
キャッシュカード（以下、「カード」といいます。）は、当該貯
金口座について、次の場合に利用することができます。なお、

当会以外では使用できません。 
 

  ① 当会の現金自動貯金機（現金自動預入払出兼用機を含みま

す。以下、「貯金機」といいます。）を使用して普通貯金に預入
れをする場合（以下、この取引を単に「入金」といいます。） 

  ② 当会の現金自動支払機（現金自動預入払出兼用機を含みま

す。以下、「支払機」といいます。）を使用して普通貯金の払戻
しをする場合（以下、この取引を単に「払戻し」といいます。） 

  ③ 当会の自動振込機（振込を行うことができる現金自動預入払

出兼用機を含みます。以下、「振込機」といいます。）を使用し
て振込資金を貯金口座からの振替えにより払戻し、振込の依頼
をする場合 

  ④ その他当会所定の取引をする場合 
 
２．（貯金機による入金） 

(1）貯金機を使用して入金する場合には、貯金機の画面表示等の
操作手順に従って、貯金機にカードまたは通帳を所定の方法で
挿入し、現金を投入して操作してください。 

(2) 貯金機による入金は、貯金機の機種により当会所定の種類の
紙幣および硬貨に限ります。また、１回あたりの入金は、当会所
定の枚数による金額の範囲内とします。 

（削除） 
 
 

 
 
 

３．（支払機による払戻し） 
(1) 支払機を使用して払戻しをする場合には、支払機の画面表示
等の操作手順に従って支払機にカードを所定の方法で挿入し、

届出の暗証および金額を正確に入力してください。この場合、
通帳および払戻請求書の提出は必要ありません。 

(2) 支払機による払戻しは、支払機の機種により当会所定の金額

単位とし、１回あたりの払戻しは、当会の所定の金額の範囲内
とします。なお、１日あたりの払戻しは当会所定の

(3) 支払機

金額の範囲
内とします。 

を使用して払戻しをする場合に、払戻請求金額と

１．（カードの利用） 
 

第５

ＪＡ法人キャッシュカード（以下「カード」という。）は、当会の

現金自動貯金機（現金自動預入払出兼用機を含む。以下「貯金機」と
いう。）を使用して普通貯金（利息を付さない旨の約定のある普通貯
金無利息型(決済用）を含む。以下「貯金」という。）の預入れを行う

場合（以下これらの取引を単に「入金」という。）、当会の現金自動支
払機（現金自動預入払出兼用機を含む。以下「支払機」という。）を
使用して貯金を払戻す場合（以下これらの取引を単に「払戻し」とい

う。）ならびに当会の自動振込機（振込を行うことができる現金自動
預入払出兼用機を含む。以下「振込機」という。）を使用して振込資
金を貯金口座からの振替えにより払戻し、振込の依頼をする場合に利

用できます。 
 当会本支所以外では使用できません。 
 
 
 
 
 
 
２．（貯金機による入金） 
（１）貯金機を使用して入金するときは、（追加）貯金機にカードま

たは通帳を（追加）挿入し、現金を投入して操作してください。 
 
（２）貯金機による入金は、貯金機の機種により当会が定めた種類の

金種に限ります。また、１回あたりの入金は、当会が定めた枚
数による金額の範囲内とします。 

（３）当該貯金口座について初めてカードによる入金があったときは、
「ＪＡキャッシュサービス現金自動貯金機専用通帳」（法人用）
の発行の申込があったものとし、同通帳を発行いたしますの

で、「ＪＡキャッシュサービスご利用明細票」を綴り込んで保
管してください。 

 
３．（支払機による払戻し） 
（１）支払機を使用して払い戻すときは、（追加）支払機にカードを

（追加）挿入し、届出の暗証と金額を操作手順に従ってボタン等

により操作してください。この場合、通帳および払戻請求書の提
出は必要ありません。 

（２）支払機による払戻しは、支払機の機種により当会が定めた金額

単位とし、１回あたりの払戻しは、当会が定めた金額の範囲内
とします。なお、１日あたりの払戻しは当会が定めた

（３）支払機

金額の範
囲内とします。 

により払戻す場合に、払戻（追加）金額と後記５．の利



 
条第１項に規定する自動機利用手数料金額との合計額が払戻す
ことのできる金額をこえるときは、その払戻しはできません。 

 
４．（振込機による振込） 

振込機を使用して振込資金を貯金口座からの振替えにより払戻

し、振込の依頼をする場合には、振込機の画面表示等の操作手順
に従って、振込機にカードを所定の方法で挿入し、届出の暗証そ
の他の所定の事項を正確に入力してください。この場合における

普通貯金の払戻しについては、通帳および払戻請求書の提出は必
要ありません。 

 

５．（自動機利用手数料等） 
(1) 貯金機を使用して入金する場合、貯金機、支払機または振込
機を使用して払戻しをする場合には、当会所定の貯金機、支払

機および振込機の利用に関する手数料（以下、「自動機利用手数
料」といいます。）をいただきます。 

(2) 自動機利用手数料は、入金および払戻し時に、通帳および払

戻請求書なしで、その入金および払戻しをした貯金口座から自
動的に引落します。 

(3) 振込手数料は、振込資金の貯金口座からの払戻し時に、通帳

および払戻請求書なしで、その払戻しをした貯金口座から自動
的に引落します。 

 

６．（代理人による入金・払戻しおよび振込） 
(1) 代理人（（削除）１名に限ります。）による貯金の入金・払戻
しおよび振込の依頼をする場合には、届出の法人から代理人の

氏名、暗証を届出てください。この場合、当会は代理人のため
のカード（以下、「代理人カード」といいます。）を発行します。 

 

(2) 代理人カードにより振込の依頼をする場合には、振込依頼人
名は届出の法人名義となります。 

(3) （略）。 

 
７．（機械等の障害） 
（略） 

 
８．（カードによる入金・払戻し金額等の通帳記入） 

カードにより入金した金額、払戻した金額、自動機利用手数料

金額、振込手数料金額の通帳記入は、通帳が当会の貯金機、振込
機、支払機もしくは通帳記帳機で使用された場合または当会（削
除）の窓口に提出された場合に行います。 

 
９．(カード・暗証の管理等） 

(1) 当会は、支払機または振込機の操作の際に使用されたカード

の電磁的または電子的情報が、当会が交付したカードに関して
登録されている電磁的または電子的情報と一致すること、およ
び入力された暗証と届出の暗証とが一致することを当会所定の

方法により確認のうえ払戻しを行います。 
(2) カードは他人に使用されないよう保管してください。暗証は
他人に推測されやすい番号の利用を避け、他人に知られないよ

う管理してください。カードが、偽造、盗難、紛失等により他
人に使用されるおそれが生じた場合または他人に使用されたこ
とを認知した場合には、すみやかに届出の法人から当会に通知

してください。この通知を受けたときは、直ちにカードによる
貯金の払戻し停止の措置を講じます。 

(3) カードの盗難にあった場合には、当会所定の届出書を当会に

提出してください。 
 
１０.（偽造カード等による払戻し） 

カードが偽造または変造により不正使用され生じた払戻しにか
かる損害については、当会は責任を負いません。 
 

１１．（盗難カードによる払戻し） 
カードが盗難されたことにより不正使用され生じた払戻しにか

かる損害については、当会は責任を負いません。 

 
１２．（カードの紛失、届出事項の変更等） 

(1) カードを紛失した場合または法人名、代表者名、代理人、暗

証その他の届出事項に変更があった場合には、直ちに当会所定
の方法により当会に届出てください。 

 

 
 

用手数料金額

（削除） 

との合計額が払戻すことのできる金額をこえる
ときは、その払戻しはできません。 

 
４．（振込機による振込） 
  振込機を使用して振込資金を貯金口座からの振替えにより払戻

し、振込の依頼をする場合には、振込機の画面表示等の操作手順に
従って、振込機にカードを（追加）挿入し、届出の暗証その他の所
定の事項を正確に入力してください。この場合における（追加）貯

金の払戻しについては、通帳および払戻請求書の提出は必要ありま
せん。 

 
５．（（追加）利用手数料（追加）） 
（１）入金、または払戻しを行う場合に、当会が所定の手数料を定め

ているときは、その手数料（以下「（追加）利用手数料」という。）

をいただきます。 
 
（２）前記（１）の利用手数料は、入金、払戻し時に（追加）通帳お

よび払戻請求書なしで当該口座から自動的に引落します。 
 
（３）振込手数料は、振込資金の貯金口座からの払戻し時に、通帳お

よび払戻請求書なしで、その払戻しをした当該口座から自動的
に引落します。 

 
６．（代理人による貯金の預入れ・払戻しおよび振込） 
（１）代理人（代表者が認めた者１名に限ります。）による貯金の預

入れ・払戻しおよび振込の依頼をする場合には、代表者から代理

人の氏名、暗証を届出てください。この場合、当会は代理人のた
めのカード（以下（追加）「代理人カード」といいます。）を発
行します。 

（２）代理人カードにより振込の依頼をする場合には、振込依頼人名
は本人名義となります。 

（３）（略） 

 
７．（機械等の障害） 
（略） 
 
８．（カードによる入金・払戻し金額等の通帳記入） 
  カードにより入金した金額、払戻した金額、（追加）利用手数料

金額および振込手数料金額の通帳記入は、通帳を貯金機、支払機ま
たは振込機で使用されたときまたは当会本支所の窓口に提出され
たときに行います。 

 
（新設） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（新設） 
 
 
 
（新設） 
 
 
 
９．（カードの喪失、届出事項の変更等） 
（１）カードを失ったとき、カードが偽造、盗難、紛失等により他人

に使用されるおそれが生じたときまたは他人に使用されたこと
を認知したときは、直ちに代表者から書面によって当店に届出て
ください。この届出を受けたときは、直ちにカードによる払戻し

停止の措置を講じます。この届出の前に生じた損害については、
当会は責任を負いません。 

（２）前項の届出の前に、カード喪失等の電話による通知があった場



 
 
 

（削除） 
 
 

(2) 前項の暗証の変更については、（削除）貯金機、支払機、振
込機により届出ることができます。この場合、貯金機、支払機、
振込機の画面表示等の操作手順に従って貯金機、支払機、振込

機にカードを所定の方法で挿入し、届出の暗証および変更後の
暗証を正確に入力してください。この場合、前項にかかわらず、
書面による届出は必要ありません。 

（削除） 
 
（削除） 
 
 
(3) 代理人カードの暗証については、届出の法人のほか、届出の

法人があらかじめ届け出た代理人が変更することができます。
ただし、代理人が代理人カードの暗証を変更する場合には、貯
金機、支払機、振込機を使用するものとします。 

 
（削除） 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

１３．（カードの再発行等） 
(1) カードの盗難、紛失等の場合およびカード利用中においてカ
ード損傷、カード変形、暗証相違回数オーバーによりカード利

用不能となった場合のカードの再発行は、当会所定の手続をし
た後に行います。この場合、相当の期間をおき、また保証人を
求めることがあります。 

(2) カードを再発行する場合には、当会所定の再発行手数料をい
ただきます。 

 

１４．（貯金機、支払機、振込機への誤入力等） 
（削除）貯金機、支払機、振込機の使用に際し、金額等の誤入

力により発生した損害については、当会は責任を負いません。 

 
１５．（解約、カードの利用停止等） 

(1) 貯金口座を解約する場合、カードの利用を取りやめる場合、

または当会普通貯金規定（普通貯金無利息型(決済用)規定を含
みます。以下、同じです。）により、貯金口座が解約された場合
には、そのカードを当店に返却いただくか、本カードを切断の

うえ破棄してください。 
(2) カードの改ざん、不正使用など当会がカードの利用を不適当
と認めた場合、および暗証相違回数オーバーの場合には、その

利用をお断りすることがあります。この場合、当会から請求が
あり次第直ちにカードを当店に返却してください。 

(3) 次の場合には、カードの利用を停止することがあります。こ

の場合、当会から請求があり次第直ちにカードを当店に返却し
てください。ただし、後記③の場合は、当会の窓口において当
会所定の本人確認書類の提示を受け、当会が届出の法人である

ことを確認できたときに停止を解除します。 
① 第16条に定める規定に違反した場合 
② 普通貯金規定により貯金口座の貯金取引が停止された場

合 
③ ～ ④ （略） 

 

１６．（譲渡、質入れ等の禁止） 
（略） 
 

１７．（規定の適用） 
(1) この規定に定めのない事項については、当会普通貯金規定お
よび振込規定

合にも、前項と同様とします。なお、この場合にも、すみやか
に書面によって当店に届出てください。 

により取扱います。 

（３）名称、代理人、暗証その他の届出事項に変更があった場合には、
直ちに代表者から書面によって当店に届出てください。この届
出の前に生じた損害については、当会は責任を負いません。 

（４）暗証番号の変更については、当会の貯金機、支払機または振込
機により届出ることができます。この場合、貯金機、支払機また
は振込機（追加）にカードを（追加）挿入し、届出の暗証および

変更後の暗証を正確に入力してください。この場合、前項にかか
わらず、書面による届出は必要ありません。 

 
（５）カードを喪失した場合のカードの再発行は、当会所定の手続き

をした後に行います。この場合、相当の期間をおき、また保証
人を求めることがあります。 

（６）カードを再発行する場合には、当会所定の再発行手数料をいた
だきます。 

（新設） 
 
 
 
 
10．（暗証照合等） 
（１）カードは他人に使用されないよう保管してください。また、暗

証は他人に知られないようにしてください。 
（２）当会が、カードの電磁的記録によって、支払機または振込機の

操作の際に使用されたカードを当会が交付したものとして処

理をし、入力された暗証と届出の暗証との一致を確認して払戻
しをしたうえは、カードまたは暗証につき偽造、変造、盗難、
紛失その他の事故があっても、そのために生じた損害について

は、当会は責任を負いません。ただし、この払戻しが偽造カー
ドまたは変造カードによるものであり、カードおよび暗証の管
理について貯金者の責に帰すべき事由がなかったことを当会

が確認できた場合の当会の責任については、この限りではあり
ません。 

 
（新設） 
 
 
 
 
 
 
 
 
11．（貯金機・支払機・振込機（追加）の誤入力等） 
  当会の貯金機・支払機・振込機の使用に際し、金額等の誤入力に
より発生した損害については、当会は責任を負いません。 

 
12．（解約、カードの利用停止等） 
（１）貯金口座を解約する場合またはカードの利用を取りやめる場合

には、そのカードを当店に返却してください。なお、当会普通貯
金規定により、貯金口座が解約された場合にも同様に返却してく
ださい。 

 
（２）カードの改ざん、不正使用など当会がカードの利用を不適当と

認めた場合（追加）には、その利用をおことわりすることがあ

ります。この場合、当会から請求があり次第直ちにカードを当
店に返却してください。 

（３）次の場合には、カードの利用を停止することがあります。この

場合（追加）当会の窓口において当会所定の本人確認書類の提示
を受け、当会が本人であることを確認できたときに停止を解除し
ます。 

 
  ① 第１３条に定める規定に違反した場合 
  （新設） 
 

② ～ ③ （略） 
 
13．（譲渡、質入れ等の禁止） 
（略） 
 
14．（規定の適用） 
  （追加）この規定に定めのない事項については、当会普通貯金規

定（追加）により取扱います。 



 
(2) この規定の各条項は、金融情勢その他の状況の変化その他相
当の事由があると認められる場合には、店頭表示その他の相当

の方法で公表することにより、変更できるものとします。 
(3) 前項の変更は、公表の際に定める相当な期間を経過した日か
ら適用されるものとします。 

以 上 

（新設） 
 
 
（新設） 

 
以 上 

 
 

以 上 
 


